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関 係 法； 4守岳司、

（室賢官） （諸官）
省 令 を改正する規則 （人事院 9 - 1 7) 1 0・ 1

0支出負担行為等取扱規則等の 一部を改正 0人事院規則 （特殊勤務手当）の 一部を改
する省令 （大 蔵 43) 9 ・ 29 正する規則 （人事院 9 30) 1 0・ 1

0文部 省の所管に属する不動産 及び船舶に 0人事院規則 （特地勤務手当等）の 一部を
関 する権利の 登記嘱託職員を指定する省 改正する規則 （人事院9 - 55) 1 0・ 1

令の 一部を改正する省令 （文部 49) 9・29 0人事院規則（職員の 災害補償）の 一部を
o 国立学校設置法施行規則の 一部を改正す 改正する規則 （人事院16 - 0) 1 0・ 1

る省令 （文部 50) 9 . 29 

0日 本学校健康会法施行規則の 一部を改正 t回t ニ＝、． 

する省令 （文部51) 9・29 o昭和6 0年度科 学研究費補助 金の 計画調書
0国家公務員等 共済組合法施行規則の 一部 の 提出期 間を定める件 （文部1 25) 9 . 25 

を改正する省令 （大 蔵 42) 9 . 29 。日 本育英会法施行令の 規定による試験所

（号外） 又は研究所として指定した件 （文部1 27) 9 . 29 
規 則 0日 本育英会法施行令の 規定による試験所

。人事院規則J（俸給の 調整額）の 一部を改 等を指定し た件の 一部を改正する件（文
正する規則J （人事院 9 6 ) 1 0・ 1 部 128) 9 ・ 29

o 人事院規則 （初任給、 昇格、 昇給等の 基 0放射性同位元素等による放射締障害の 防
準）の 一部を改正する規則lj （人事院 9 止に 関 する法律施行規則に 基づき、 記録
8 ) 10・1 の 引渡し機関を指定する 件 （科 学技術庁

0人事院規則J （俸給の 特別 調整額）の 一部 10・ 1

学 内 規 則

富山大学当直規則の一部改正

富山大 学当直 規則の 一部を改正する規則を次の とお
り 制定する。

昭和59年 9月13日 富山大 学長 柳田 友道

富山大学当直規則の一部を改正する規則

富山大学当直 規則 （昭和39年 2月15日 制定）の 一部

を次の ように改正する。

第1条及び第2条 （見出しを除く。）を次の ように改
める。

- 2 -

第1条 富山大学 （経営短期大 学部を含む。 以下「本
学 」 とい う。）に， 人事院規則 1 5 9第2条 及び第3条

に 規定する勤務 （国民の 祝日 に関 する法律 （昭和23年
法律 第178号） に 規 定 する日 ， 年末 年始の 休暇及び国

の 行事の 行われ る日 で人 事院が指定する日 （ 以下「休
日 」とし寸。）並びに正規の 勤務時間 以外の 時間におい

て， 本来の 勤務に 従事 しない で 行う庁舎， 設備， 備品，

書類等の 保全， 外部との 連絡， 文書の 収受 及び庁内の

監視を目的と する勤務）を行うため， 当直を置く。
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第2条 当直は日 直lえび宿直とし， その 勤務時間は次

の とおりとする。
(1) 日 直 勤務は， 日 曜日 及び休日 の 午前8時30分か

ら午後 5時までとする。(2) 宿直勤務は， 午後 5時から翌日 の 午前8時30分
までとする。

ただし， 土曜日 にあっては， 午後零時30分から翌

日 の 午前8時30分までとする。

第3条中「割当てる」を「害I］り当てる」に改める。

第5条を次の ように 改める。

第 5条 次の 各号の ーに該当する者は， 当直を免除す

る。

( 1) 配置換による着任後2 j担聞を経過しない者(2) 新規採用による着任後1月を経過しない者
(3) 人事院規則 10 - 4に），�づき健康管理医から当直に従事することが適当でないと指導された者(4) その 他 免除する必要カ、あると認められた者

第6条中「病気その 他の 41-811:」を「公務又は病気そ

の 他向己の 都合」に改め， 「上司の 許可を得て」を削

報 第251号
る。

第7条中「勤務時間中」の 次に 「又は 勤務時間後に

お いても引継ぎを終わるま で‘」を加える。

第10条中「郵便物， 」 を「郵便物及び、」に， 「また

は 」を「又は」に， 「ヲl ＊＇事〈」を「iJ Iき継ぐ」に，「送

f寸」を「連絡」に改め， 「郵便物 受理簿及び、」を削る。

第11条中「適時巡検をなし， 就寝前は」を「 所定め時間に」に改める。
第12条中「取扱った事項， 」 を「取り扱った事項／え

び」に， 「記録し， 上司の 検閲を受けなければなら な

い。 」 を「記録しなければなら なし、。 」に改める。

附 員IJ

この 規則は， 昭和59年9月13日 から施行する。

砂富 山 大学当 直 規則の 改正理由
規定を主主備し併せて字句の 整理を行うため， 関係条

文を改める。

富山大学教育学部規則の一部改正

市山大学教育学部胤則の 一吉｜；を改正する規則を次の 「

とお リ制定する。

昭和 59年 9 Jl 21日 山 山大学長 柳田 友 道

富山大学教育学部規則 の一部を改正する規則

山山大学教育学部槻WIJ (LI自手U27年4月18 ［：！制定）の 「一部を次のように改正する。
別表IIIの 技術専攻の 表中

rl UH 12121 I I I I 12卜
｜ 産業概説 I 2 I I 卜l I 2 I I I lこ

計 171 を

」

計 171 

」改める。
附 則

1 この 規則は， 昭和59年10月1 Bから施行する。2 昭和58年度以前の専門教育課程移行者については，なお従前の例による。砂富山大学教育学部規則の改正理由
授業科目を整理し， 教育内容の 充実を図るため， 所

要事項を改める。

- � -
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諸 議
AQ
一A

職業補導担当者会議（ 9月3日 ）
（審議事項）

(1）昭和59年度学生指導費 （校費）就職指導費（旅費）
の 配分について

昭和59年度第2回事務協議会（ 9月 4 日 ）
（審議事項）

(1）定年制 度について

(2）外部資金の受入れについて及び 購入物品の 選定に
ついて

(3）消防査察について

昭和59年度第5回学寮補導委員会（ 9月 7日 ）
（報告事項）

(1）昭和 田年 4 月以降の 寮生との 話し合いの経緯につ

いて
（審議事項）

(1）水道料問題について

昭和59年度第3回入学者選抜方法研究委員会専門委員

会（ 9月14日 ）
（審議事項）

(1）入学者選抜方法の 改善に伴う昭和58年度 以降の 調
査研究事項について

昭和59年度第3回大学院委員会（ 9月 14 日 ）
（審議事項）

(1）昭和60年度富山大学大学院理学研究科（修士課程）

及び 工学研究科（修士課程）入学試験合格者の 判

定について

(2）昭和 60年度富山大学大学院工学研究科（修士課程）

推薦入学者の 選考について

昭和59年度第4回入学試験管理委員会（ 9月1 4日 ）
（報告事項）

(1）昭和60年度富山大学入学試験問題作成委員につい

て
（審議事項）

(1)昭和 60年度富山大学学生募集要項 （大学案内付）

（案） について

(2）昭和 60年度富山 大学入学試験電子計算機処理委員
について

昭和59年度第1団体育部会（ 9月17日 ）
（審議事項）

(1）昭和59年度体育系サーク ル リーダー研修会につい

て

高等学校教育課程改訂に関する学習会（ 9月1 8日 ）
（学習事項）

(1）高等学校学習指導要領改訂に伴う教育課程の 実情

と問題点について 一新・ 旧教育課程の対比を中心

昭和59年度第3回学圏ニュース編集委員会（ 9月20日 ）
（審議事項）

(1）第46号学園ニュースの発行計画について

昭和59年度第5回評議会 （9月21日）

（報告事項）

(1）昭和 60年度富山大学大学院理学研究科（修士課程）

及ぴ 工学研究科（修士課程）入学試験合格者の 判

定について

(2）昭和60年度富山大学大学院 工学研究科（修士課程）

推薦入学者の 選考について

(3）学生の動向について
（審議事項）

(1） 富山大学と民間等との共同研究 取扱規則の 制定

（案）について（継続審議事項）
(2）富山大学教育学部 規 則の 一部改正（案）について

(3） 昭和田年 9月卒業者の認定について （ 人文学部・

教育学部・経済学部）

昭和59年度第3囲補導協議会（ 9月27日）
（報告事項）

(1）日 本育英会奨学生の推薦について

- 4 -
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（審議事項） （審議事項）

(1）課外活動共用地設について (1）昭和59年 度職員厚生経費の使用計画について

(:Z）昭和59年）主体育系サークルリーダー研修会につい
て

（：�）日本育英会奨学生の推薦基準等について
富山大学構内交通対策委員会（ 9月2 8日）

（審議事項）

( 1）自動二輪車， 原動機付自転車の交通 規 制の策定に

昭和59年度第1回富山大学レクリエーション委員会 ついて

( 9月27日）

人 事 異 動

呉動11-分 発令年j J E:I 氏 手＇1 呉動前の所属官職

月］ 59. 9 10 村 紀 r 
59 9 17 i% HI 換i''i' r 
59. 10. ftli 久

II 経と 子： �IJ 
11 f匹 II 万IJ I�］ 夫 議自rli （教長官｜；）

II 止に llhii JIN. !IJJ三H統治学部 ）
II 三会． 谷 武 ，l·; II （京都大学文学部）

臨時（J'.J ff: IH 59 9 11 丈 ）j希ir 
fjj ff: 59. 9. 30 ;riu 好 災； 教J交（続出学部）

学 内 諸 報

海 外 渡 航 者

枝市立の純生Ji 所属 1故 氏 名 渡 航 先 国

ノfキス タン
人文学部 教 授 小谷 仲男 インド

ケニア
外国出張 II 助 教授 赤阪 賢 ザイール

jレワンダ、

理 学部 II 川崎 一朗 アメリカ合衆国

海外研修旅行 人文学部 教 授 コ宝 政美 中華 人民共和国

異 動 7ヨ 容 任命権者

事務 補佐員（附属図書館 ） 富山大学長
II （工学部） II 

教授（経営短期大学制E営学科） 文部 大臣

臨時用務員（工学部 作業員） 富山大学長
助 教授（教養部） 文部 大臣

講師（経済学部） 富山大学長
II （教養部） II  

教諭（教育学部 附属中学校） ！！ 

経済学部長・誠員（59. 9 .30～61. 9 .29) 文部 大臣

目 自ワ 期 間

ガンダーラ仏教 遺跡、の総合調 59. 9. 21 

査のため 59. 12. 22 

日 本学術振興会海外地域研究 59. 9. 28 
セン タ一派遣研究者としてパ
ンツ一系諸部 族の信仰体系・
世界観の比較研究に従事す る 60. 3. 18  
ため

地球内部大規 模異方性の研究
59. 9. 25 

のため 60. 8. 20  

59 9. 13 
魯迅研究の ため

59. 12. 29 
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渡航の種類 所属 �r.� 氏 名 渡 航 先 国 目 自ヲ 先月 問
59. 9 21 

理 学 部 助 教 授 田口 茂 アメリカ合衆国 化学に関す る共同研究の ため
60. 9 24 

海外研修旅行
テキサス大学

気
にてプラズマ中 59 9. 9 

工 学 部 II 坂井 純一 アメリカ合衆国 の 爆発的磁 過程に関しての
共同研究の ため 59 9.- 30 

報尚早’昭和59年10月l日発行

＠ 構内での自動車等 の運転は， 教育・研究に支障を

来さないよう安全運転に努め定められた交通方法，

歩行者 の安全及び騒音防止に努めましょう．グ

昭和59年度全国公務員レクリエーション

共同事業富山地区ソフトボール大会

敗れ惜しくも2位になりました。

なお， 成績は次の とおりです。

優勝 富山 刑務所チーム

富山大学（A）チーム

富山大学（B）チーム

富山地方（家庭）裁判所チーム

次勝

3位；

昭和59年度全国公務員レクリエーション共同事業富

山地区ソフトボール大会が， 去る 9月 7日 掛県営軟式

球場において本学が当番となって開催されました。

競技は 午前 9時30分から始まり， 当日 は天候に恵ま

れ試合運び も順調に進み富山 刑務所が優勝しました。

本学からは（A) (B) (C）の 3チームが参加しま

(A）チームは決勝戦で富山刑務所チームに

II 

したが，

富山共済組合支部連絡協議会ソフトボール大会

し， 惜しくもl対4で敗れました。

なお， 成績は次の とおりです。

優勝 富山 刑務所チーム

公立学校チーム

富山 商船高等専門学校チーム

富山大学チーム

次勝

昭和59年度の富山共済組合支 部連絡協議会 ソフトボ

ー ル大会が， 去る 9月20日 同県営軟式球場において 北

陸 財務局富山 財務部の 当番で開催されました 。 今大会

には， 本学からlチーム12名の 選手が参加し， 1回戦

で富山工業高専チームと対戦し， 7対 3と快勝しまし 3 i.立
" fこ。

富
山
刑
務
所

強豪公立学校チームと対戦その後準決勝において，

11 

5 
4 

4 

7 

富
山
商
船
高
専

労
働
基
準
局

職
業
安
定
所

8 
「｜
通
産
局

富
山
刑
務
所

4 8 

医
科
薬
科
大
学

富
山

法
務
局

3 11 

公
立
学
校

市
町
村
共
済

。2 13 6 

農
林
水
産
省

富
山工
業古同
専

富
山
大
学

6 
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本学と遼寧大学との友好学術交流締結に

基づく交流教官の来日について

本学と友好学術交流締結をした中華人民共和国の 遼

寧大学から最初の 交流教官仲玉林講師カ、 10 月5 日 成田

空港に到着， 翌日 富山大学へ米学された。

fヰl玉林先生は， 「半導体の 物性研究」をさ れており

jl1Jこう3ヶ月間工学部宮下和雄教授の指導の 下で同研

究に従事される。

なお， 本学からは人 文 学部の 三宝政美教授 （中国文

学）ヵ、9月 13日 から1 2月 29日 までの 間， 遼寧大学にお

いて「魯迅の 研究」の ため海外研修 旅行されている。

第20回12大学教養部長・事務長

連絡会議の開催

第20回 12大学教養部長・事務 長会議が去る10 月 1日 ，

2日に本学の 当番で開催されました。

この 会議は， 旧 文理学部の 改組に より， 分離して発

足した教養部で組織しているもの でー 比較的大学の 規

肢も似てい ることから共通 するところヵ、多く， 有意義

な会議であり， 2 B間にわたり右記の 協議事項につい

て， それぞれ意見交換が 行われ， 盛会の う ちに終了し

ました。

なお， 会議終了後， 井波の 瑞泉寺， 木彫の 里， 五箇

山の 岩瀬家を見学した後， 相倉の 民宿で一泊し親睦を

深めました。

( 1）教養部の今後の あり方について

(2）教育方法改善の諸問題について

一職員会館の宿泊の御案内一

＠利用日・・・・ー土・ 日曜日及び祝日も利用できますグ

＠申し込み・・・利用日の2目前までにグ

＠門限時刻－－－午後10時－・・・・・・・・御協力を－・・・・・・・・グ

寄 稿

〈イン ドネシアの印象〉

インドネシアという国については， これまで， ほと

んど何の 知識も持っていませんでした。 学生時代に留

学生にもらったクレテックたばこの 不思議な香りと，

あるクイズ番組での 紹介で， 変わった食べ物や飲み物

があ るなという， その 程 度の 知識でした。 今回， 機会

を得て， インドネシアに出張したの で， その 印象を書

かせていただきま す。

くインドネシア共和国の 印象〉

海外に行くと 日 本がよく見えると言います。 日 本の

宵’11'tとの 違いに，驚ろき， 日 常生活に埋没していたもの

教育学部助手 古 川 雅 文

が浮き彫りにされるからでしょう。

インドネシアはアジアの国であるの で， 日 本と変わ

らない面も多く持っていま す。 例えば， 人々の心情や，

人なっこい態 度などは日 本人との類似性が大きい よう

に思いました。 都市の 景観も， よく見れば看板の 文字

や絵のデザインに多少の 違いはあっても， 日 本の 都市

に よく似ていますし， 田園風景も， ヤシの 木が生えて

いるのを除けばそっくりで す。

日 本との 違いてい目だった点は， 人聞が多勢居ること，

人々の 生活のテンポがの んび りしてい ること， イスラ

7 -
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ム教をij1,l,、とした：i：教が人々のq:_;,r；に密�＂i'しているこ

と． それと、 物＇｛＇［I’1'.Jな1friでの’j:_J；水i�i：，の（止さです。

ジャカルタに桁 いての第一印象は， 人川の数の多さ

でした。 このlりでは，1:1:1勢調伐も日本のように柏衝に

はいかない そ う ですが，そ れ でも現不正わかって いると

ころで， 約1 f意4千7了｛万くらいの人口を有していま

す。 ジャカルタは6百万の大都会です。 ジャカルタで

は， 交差点に卒が止まると、 雑誌やたばこ， 飲み物な

どを持った子ども達がワyと半のまわりに集まってき

ます。 信号待ちのわずかな時間にこうした雑貨を売り，

生活の足しにするのでしょう。 こちらでは， 入手カ、多

く， 労Ylも安いせいでしょうか司 何でも入手でやって

しまっているようです。 例えは． 駐車場の料金所でもー

料金所の中に居る人とは別に， わざわざ車のそばまで

来て料金を受け取り， 料金所まで、運ぶ（系の人が屑－たり

します。 ほんの5 mくらいのW-l:i /!Jl�－です。 また， 道路工

事でも， モッコのようなもので土を是正んでいました。

日本では， こうした 而lは全て機械によ る l� 動化が進ん

でい るだけに， ず い ぶん違うと言わざるを得ません 。
少しノトさな通I）に入ると， 果物や飲物， ＊�'tき烏やた

ばこ等々， やたらに露店が多したくさんのベチャ（ i'.J 

•I\ムホのFiliに2人乗リの座席を付けた．人ブJのタクシー）

が並んで存待ちを し て いま す。 存 カ、来るまでの問 ， Jc!(

夫述は｜’l分のベチャの座席でのんびりとね て いるので

す。 そう言えは＼ジョグジャカルタの空港でも， 待合

本の売l�fの女の人が‘ 1,1；の中にクソションをすlf,v: l、て，

ごろりと般になって忠て い ました。 日本人の感覚では，

何とも異様な！岳じですが， こちらでは当リflljなのでし

ょう。 この空港の周辺には柵もなく， 子荷物の検ftも

実に簡単で， ＊のトランクまで聞けて調べられた成問

空港とは対照的で， のんびりしたおi玉川内を表わしてい

るようでした。

この国では， 朝の日の出前と， 日没前には， 街や村

のモスクからスピーカーでイスラム教のおネ！？リの芦が

流れます。 ジャカルタの学校を案内してくれたサブキ

教授らは， 午後2時ごろになるとモスクを見つけ， 私

にlfi：の中て‘待っているように頼んで， お祈りに入って

行きます。 寺院や神社には冠婚葬祭しか縁のない平均

的日本人の生活とはずいぶん違うものだと感じました。

インドネシアは産油国であるのに， 府、民の所得は一

般に低し それは人々の乗る乗リ物にも表われていま

す。 走ヮている阜の大部分は安い日本車ですが， 街に

は丙jに書いたようなベチャや， 背懐かしいオート三輪，

問令では同1Fまでむうています。 軒トラックの後音｜；に

お

報 �""i25lり

人が鈴なりになっているのは， テレビや映f1hjでみたiji�

後の）瓜引のようです。 日本で甘えは‘ llJJ i六時代と戦後

と現イ1・が市：妙に入I) iJ-lじったような風景がこの111の特

徴と言えるかもしれません。 こうした風景のなかに！日；

ると， この［tiは10年後＇ 20年後 、どのように変わっていくのだろうと考えてしまいます。 物t'[(J'.Jな生活1fiiだけでなく， ラーマーヤナなどの物語を産みだした11 di 
な心． イスラム教への深い信仰心といった精神的な1(11

はどうなのでし ょ うか 。 欧米諮問のイャ理［！なな 思考法 を

宵慣づけられ， 時間に追われる生活をしている我々と

は， また違った未米を柴ける可能性をζの［t］は秘めて

いるような気さえします。

くインドネシアの学校にて〉

インドネシアでは， いくつかのザ：校をn力問しました

が， ここでは， 出版の主要H的であったムハマテ‘ィア

教民養成・教育大学（ I K I Pムノ、マティア）につい

て書きます。

I K I Pムハマデ ィアでは ， 日本と イ ンドネシア の

教員養成について， f(1Jこうの先外：＿}jとififiし介いましたh

l:J本では， 教師の志望朽が多〈、 M.:i!iでは；／，；要カ、；1，；� /) 

て き たた め ， なりたくて も教印Iiになれな い 人カ 、た く さ
んでてきたこと‘ かつては「先＇L」はた い へん1：下位さ

i Lた もので， j!J: ご ろ はそ うでもないよう だカ＼そ れ で

もまだLI 4，：では社会的J也11'：もまあ尚ぃ）jだとJよl、われて

いる こ とな どについ て ， I K I PムハマディアのJ\:: 'I 

)jはたいへん丹下、たようすでした。 インドネシアでは司

教印Iiは社会的地位もfl＼；し 給半｜も安〈， 従って，よ：i::r1 rr­
が 少な し 教�／Jjの数が足リなくて ｜本l rノて いるのだそう

です。 また， 日本の＇＇！：’Lのザ：；｛＇（やアルバイトキ｜にも汚

かれたようですが， 生活 t＇（がインドネ シアの 5 ～ 10い
も向いことを話すと， 納仰されたようでした。 他には，

1l1j うの大学の施設や設備の不充分さを強調し て おられ

たのが印象に残っ て います。

I K I Pムハマディアでは， 附属学校のJえ業も参観
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しました。 小学校， 中学校， 高校， 各2～3クラスず

つ， および教員養成課位lクラスの授業を）｜｜買に見て回

りました。 またー 各クラスで子ども達から質問を受け

ましたが， そのうち， 面白く思ったり， 印象の深かっ

たものを挙げますと，

「日本には， いくつくらいモスクがありますかり

「日本の中学生はどんな科目を勉強しているのです

かq」

「日本は， どうして， りっぱな工業国となり， 自動

車やテレビをたくきん作れる ようになったのですかり

「アメリカは， 何故日本に原子爆弾を落としたので

すかり

「東京大学に留学したいのですが， 何歳から行ける

のでしょうか。 また噌 日本には何年滞在できるのでし

ょうかり

このような雑多な質問に対して， できるだけわかり

やすく答えようと， i令汗を流しながら奮闘したのでし

た。 ただ， お互いあまり流ちょうでない英語でI K I 
Pの先生と会話し， それをまた向うの先生がインドネ

ンア5語で子どもに伝えるという手順を踏むため， 子ど

もの発閉め主旨をきちんと把握できたか， 解答がうま

くrどもに伝わったかどうかには， 少し心もとない感

報 第251号

もありました。

初い滞在期間であったため， インドネシアという国

の印象についても， また， インドネシアの教育制度や

内容についてもまだ十分に把握しておらず， し、くつか

の点で誤解もあるかもしれないと思っています。 しか

し， インドネシアの生活， 文化， 教育に触れたことは，

私に多くのことを考えさせ， まことに強烈な印象を残

したのでした。

ジャカルタの街頭

惨筆者は， 昭和59年8月25日から昭和59年9月3日ま

で教員の教育態度に関する比較文化的研究のため，

インドネシアへ外国出張されましたので， 特に寄稿

を御依頼したものです。

職 員 消 息

〈新任者〉
工学 部

事務補佐民 高回 智子
（会計係）

臨時用務員 松原 孝則
（管理係）

教養部

講 師 釜谷 武志
（中国語）

附属図書館

事務補佐員 三村 紀f二
（工学部分館係）

経営短期大学部

教 授 南 龍久
（経営管理論）

〈住所変更〉
人文学部・理学部

文部事務官 羽広 孝司

- 9 -
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教育学部

助 教 授 村上 宣寛

学

E力 手 堀田 朋基

理 学部

助 手 酒井 英男

報

工 学 部

教 授 池田 正夫

第251号

〈住所表示変更〉
教育学部

附属中学校教諭 阿部美知夫

理 学 部

教 授 横山 泰

＠ 退庁， 退室の際には， 戸締りの徹底・電気， ガス

の消し忘れ， タバコの担般の後始末に十分注意し，

盗難の防止・火災の予防に心がけましょうグ

う．グ

＠ 電気， ガス， 水の省エネ・省資源に協力しましょ

主 要 行 事

本 部

9月 3日 第 3回会計係長会議

職業補導 担当者会議

4日 第2回事務協議会

5 ～7日 昭和59年度文部 省共済組合初任事務 担当者

会議 （於 東京農林年金会館）

5 日 全 学就職説明会

7日 部課長会議
R連盟富山地区ソフトボール大会

（於 県営軟式球場）

第5回学寮補導委員会

10日 公開講座「健康・スポーツ教室」 （ジョギ

ングコース） 開講
14日 第 3回大学院委員会

第 3回入学者選抜方法研究委員会専門委員
左』Z三

第 4回入学試験管理委員会

17～18日 第 四回東海・北陸地区国 立大学事務局長会

議 （於 岐阜大学）

17日 第1団体育部会

18日 共通第 l次学力試験に関 する地区別情報処

理連絡協議会 （於 金沢大学）

昭和59年度大学・高等専門学校奨学生事務

協議会

（於 福井大学・福井県職員会館）

- l(J -
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高等学校教育 課程改訂に関 する学習会

20日 国大協第 3常置委員会 （於 国大協）

富山共済組合 支部連絡協議会 ソフトボー ル

大会

第 3 回学園ニュース編集 委員会
21日 第5 回評議会

物品の 定期検査説明会

22～23日 施設 課レクリエーション（於 粟津温泉）

25日 富山消防署査察
25～29日 昭和59年度 （第21回）東海・北陸地区国立

学校等会計事務 職員研修

（於 銀嶺荘）

25～27日 昭和59年度 厚生 補導研究協議会

（於 日 経連人材開発センター 富士研修所）

27日 第 1 回レクリエーション委員会

第 3 回補導協議会

27～28日 第20 回国立41大学庶務部長会議

（於 鹿児島大学）

第20 回 41国立大学経理部長会議

（於 山口大学）

28日 構内交通対策委員会

29～30日 学生部 ・保健管理センターレクリエーショ

ン（於 下呂出泉）

9月1 日 前学期第14週授業開始

4日 大学院設置推進委員会

5日 人事教授会

後学期授業時間割担当者会議

7日 予算委員会

12日 学部 補導委員会

教授会

人事教授会

14日 前学期授業終了

19日 学部教務 委員会

22～23日 真率会レクリエーション（於 雄琴温泉）

25日 富山消防署査察

26日 教授会

教 育 学 部

報 第251号

9月1 日 附属養護学校第 2学期始業式

附属幼稚園第2学期始業式

3 ～ 4 日 教員養成 実地指導 （事前指導）

4 ～5 日 附属中学校学校祭

5 日 教育学部教育実習 運営協議会（中学校関係）

5 ～ 7 日 教員養成学部学生合宿研修 （於 有峰青少

年の家）

6 日 教育実習 （ 1 0月20 日 まで）

7～8 日 日 本教育 大学協会第 2部会家庭科部門総会

（於 札幌市）
10 日 人事教授会

学部将来計画委員会

予算委員会

12日 学部補導 委員会

学部教務 補導合同 委員会

学部教務 委員会

教授会

17日 学部自然観察実習センター 委員会

18日 教育実践研究指導センター 運営 委員会

授 業分析室委員会
19日 人事教授会

19～21日 全国附属学校連盟北信越地区協議会

副校園長会・日 本教 育 大学協会第三部会

（於 新潟市）

25日 富山消防署査察

経 済 学 部

9月
1 ～ 2 日 経済学部・経営短期 大学部合同レクリエー

ション（於 下呂温泉）

1日 授 業開始

4 日 学部教務 委員会

8目 前学期授業終了

12日 学部教務 委員会

教授会

15日 経済学部 （旧 制高岡高商）創立60 周年記念

式典

（於 高岡市民会館）

25日 富山消防署査察
26日 学部教務 委員会

教授会

－EA
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E里 学 部

9月 3目 前学期第 14週授業開始

5 日 人事教授会

学部補導委員会

7 日 大学院入学者選抜調査書審査

10～11日 大学院理学研究科入学者選抜試験

12日 理学研究科委員会

15日 前学期授業終了

17日 大学院理学研究科合格者発表

19日 教授会
22～2 3日 真率会レクリエーション（於 雄琴温泉）

25日 富山消防署査察

工 学

9月
4 ～5 日 大学院工学研究科入学者選抜試験

12日 教授会

工学研究科委員会

14日 工場運営委員会

大学院工学研究科合格者発表

17日 寮生との 懇談会

事務連絡会

19日 学部改革検討委員会
20日 寮生との 懇談会

21日 富山消防署査察

25日 向 上

27日 学部入試検討委員会

教 養 い七

地主同上於、／司d、ンェ

会
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｜ 附属図書館｜
9月1 日 電算化ワー キンググループ打合せ

10日 向 上

14日 向 上

17日 係長事務打合せ会

21日 電算化ワーキンググループ打合せ

25日 向 上

富山消防署査察

27日 ワー キンググループと富士通S Eとの打合

せ

28日 向 上

トリチウム科学センター

9月25日 富山消防署査察

｜ 保健管理セン タ ー ｜

9月25日 富山消防署査察

｜ 経営短期大学部 ｜
9月
1 ～2 日 経済学部・経営短期大学 部合同レクリエー

ション（於 下呂温泉）

6 日 第5回財務委員会

13日 第4回将来構想委員会

14日 前学期授業終了

17～22日 前学期末試験

20日 第 6回教授会

25日 富山消防署査察

編 集 富山大学庶務部庶務課
富山市五福3 1 9 0 

印刷所 あ け ぼ の 企 画
富山市曙町8 - 4 
電 話（33) 3 3 5 6刊

ワム


